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研究成果の概要（和文）：　本研究の最大の目的は、国文学研究資料館所蔵『徴古雑抄』190冊の収録文書の目
録化である。３年間の調査により、全190冊の収録文書16,219点の仮目録作成を完了した。ただし、まだ重複確
認やデータの細かい整理は終わっていない。本研究においては、作成した目録の公開を最終目標としており、こ
れについては個人作業で継続し、完了させる予定である。
　第２の目標は、『徴古雑抄』の編纂過程の検討である。このため、収録文書の原本調査を必要に応じて行っ
た。こちらについても、成果をまとめきれてはいないが、基礎データはほぼ取り終えている。完全目録とあわ
せ、平成29年度中の公開を目指している。

研究成果の概要（英文）：The main objective of this research is cataloging of 190 recorded documents 
of "Choko Zasho" in National Institute of Japanese Literature. Three years of survey completed the 
provisional production of 16,219 total 190 records. However, duplication confirmation and fine 
arrangement of data have not been completed yet. In this research, the final goal is to release the 
created inventory, which will be continued and completed by individual work.
The second goal is to review the compilation process of "Choko Zasho". To fulfill this purpose, we 
surveyed original documents as necessary. Even here, we are not able to compile the results, but we 
have almost finished basic data. Together with the complete catalog, we are aiming for disclosure 
during FY 2017
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１．研究開始当初の背景 
 『徴古雑抄』全 190 冊は、徳島藩から『阿
波国志』の編纂を命じられた国学者小杉榲邨
（こすぎすぎむら）が、明治時代に全国の資
料を書写した一大「写伝史料」（古文書の書
写集）である。国文学研究資料館収蔵資料の
なかでも、利用頻度が高い。 
『徴古雑抄』は、古代から近世初期の古文

書・古記録・金石文（考古資料）を書写した
もので、収録文書には、既に原本が失われた
ものも少なくない。 
しかしながら、内容目録はおろか、190 冊

からなる各冊ごとのタイトルすら、極めて大
ざっぱな仮目録しか存在しない状況にある。
それどころか、徳島藩の命で編纂された経緯
を踏まえたものか、旧国立史料館編纂の目録
においても、『史料館所蔵史料目録 第 4 集 
阿波国徳島蜂須賀家文書』の附録として概
要が載せられている。このため、「蜂須賀家
文書」の一部と誤解する向きも少なくない。 
 以上のような状況にあるため、長期にわた
る調査を行わない限り、どのような古文書が
書写されているかの把握も困難であった。そ
の上、簿冊によっては紙の束となっており、
閲覧時に現状が変更されてしまう恐れもあ
る。古文書の書写状況も、各丁ごとにびっし
りと埋め尽くされている冊子が少なくなく、
全冊を通覧することに費やす労力と時間は
計り知れない。 
したがって、『徴古雑抄』の内容細目録の

作成と公開を行うことは、同資料の検索を容
易なものとし、日本中世史を中心とした研究
の進展に大きく寄与できるのではないかと
考えた。 
２．研究の目的 
（１）『徴古雑抄』全 190 冊（正編・続編・
附録）に書写されている古文書・古記録・金
石文の総目録を作成することが最大の目標
である。 
作成した内容総目録を公開することで、

『徴古雑抄』の閲覧利用を容易にすることが
できると考える。その際には、既存史料集へ
の収録の有無や原本の所在についても付記
し、小杉榲邨調査時点での文書群の状況につ
いても考える材料を提示したい。 
（２）あわせて、『徴古雑抄』の編纂過程、
すなわち編者たる小杉杉邨の調査方針・調査
方法について考察する。小杉杉邨が『徴古雑
抄』編纂に取り組んだのは明治時代だが、江
戸時代の段階で、各地で「写伝史料」が編纂
されていた。小杉杉邨が、これらの「写伝史
料」を参照したのか、あるいは直接原本にあ
たることを中心としたのか。また当初は『阿
波国志』編纂事業としてスタートしたはずが、
全国的な古文書収集へと方針を変換した理
由はどのようなもので、どのような方針で資
料の収集にあたったのかを検討する。 
「写伝史料」は、残念ながら書写されてい

る文書をつまみ食い的に利用する形で用い
られることが多い。しかし「史料」として扱

う以上、その成立過程についての考察は欠か
すことができないのではなかろうか。 
 『徴古雑抄』には、特に収集方針が明記さ
れているわけではない。この問題はあくまで
可能な範囲にとどまることが予想される。し
かしながら、『徴古雑抄』の史料的位置づけ
を明確にし、かつ「写伝史料」を用いる際に
どのような点を留意すべきかを提示できる
と考える。 
３．研究の方法 
（１）アルバイトを２～３名程度雇用し、内
容目録の採録を進める。『徴古雑抄』のうち
大部を占める阿波国分については、活字化さ
れているため、それを購入して作業の効率化
を図る。 
（２）適宜関連書籍の購入や、原本調査を実
施し、『徴古雑抄』がどのようにして編纂さ
れたのか、その成立過程の考察を行う。江戸
時代、多くの「写伝史料」が作成されており、
『徴古雑抄』が各種「写伝史料」の影響を受
けているのかを検討する。 
また、『徴古雑抄』に書写されている文書

は、個々の文書群を書写する形態がとられて
いる。編者である小杉榲邨が、各文書群をど
の程度閲覧・書写したのか、現状のまとまり
と比較照合作業を進める。 
４．研究成果 
（１）３年間の調査により、全 190 冊の収録
文書 16,219 点の仮目録作成を完了した。た
だし、まだ重複確認やデータの細かい整理は
終わっていない。本研究においては、作成し
た目録の公開を最終目標としており、これに
ついては個人作業で継続し、完了させる予定
である。 
なお、活字史料集として刊行されている

『阿波国徴古雑抄』（日本歴史地理学会、1913
年）、『阿波国徴古雑抄続編』（阿波研究叢書
刊行会、1958 年）は、表題に反し、阿波国分
すべてを翻刻しているわけではなく、かつ翻
刻の順序も元の冊子とは異なることが明ら
かとなった。したがって、これら活字本だけ
を読んでも、『徴古雑抄』のうち阿波国分を
通覧したことにはならない。この点は、留意
すべき事項である。 
（２）第２の目標は、『徴古雑抄』の編纂過
程の検討である。このため、収録文書の原本
調査や東京大学史料編纂所における影写
本・写真帳の調査、活字史料集の調査を適宜
行った。こちらについても、成果をまとめき
れてはいないが、基礎データはほぼ取り終え
ている。完全目録とあわせ、平成 29 年度中
の公開を目指している。 
（３）以上の成果は、当初国文学研究資料館
「収蔵歴史アーカイブズデータベース」に搭
載することを検討していた。しかし、研究代
表者の同館在任中に、この作業を行うことが
できなかったこと、同データベースは内容再
目録の収録を念頭に置いていないことから、
別の方法による公開を模索している。 
 現在検討しているのは、イ）研究代表者の



個人ウェブページにおける公開、ロ）エクセ
ルデータの DVD-R 配付、ハ）出版社からの刊
行である。ただ、いずれも国文学研究資料館
と協議の上、行う必要があると考えている。
ロ）については狭い範囲での公開にとどまる
という難点があり、ハ）は国文学研究資料館
の目録刊行事業との整合性をとる必要があ
る。 
 したがって 2017 年度中には公開の目途を
つけたいと考えるが、このような事情がある
ため、翌年以降にずれこむ可能性を残すこと
をお断りしておく。 
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